
脳
波
と
古
墳

特
別
会
員

山
﨑

敏
正

脳
波
と
の
出
会
い

脳
波
と
古
墳
、
私
の
研
究
人
生
は
こ
れ

ら
二
単
語
に
尽
き
る
。
脳
波
と
の
出
会
い

は
、
学
生
時
代
で
は
な
く
、
前
職
１
年
目

に
上
司
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
「
疲
労
を

定
量
化
せ
よ
」
で
あ
る
。
難
題
で
あ
っ
た
。

大
学
時
代
の
先
輩
の
指
導
教
官
が
人
間
工

学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
彼
に
相
談
し
て
、

脳
波
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
１
年
目

の
Ｇ
Ｗ
を
潰
し
て
札
幌
に
て
自
ら
脳
波
計

測
の
被
験
者
を
初
体
験
し
た
。
こ
の
時
、

「
貴
殿
の
脳
波
は
良
い
」
が
後
押
し
し
た
。

戻
っ
て
か
ら
の
脳
波
研
究
の
立
ち
上
げ
は
、

情
報
系
企
業
の
研
究
所
だ
っ
た
の
で
、
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
主
に
、
脳

波
計
測
環
境
の
構
築
と
被
験
者
の
確
保
で

あ
る
。
前
者
は
、
生
体
信
号
ア
ン
プ
（
数

百
万
円
相
当
）
や
シ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
を
要

し
、
部
の
予
算
獲
得
の
た
め
上
司
を
説
得

す
る
こ
と
に
明
け
暮
れ
た
。
後
者
は
、
当

時
は
電
極
に
ペ
ー
ス
ト
を
塗
っ
て
頭
皮
に

貼
り
付
け
た
の
で
嫌
が
ら
れ
た
。
そ
れ
で

も
、
２
Ｄ
／
３
Ｄ
（
当
時
、
観
る
と
眼
の

疲
れ
を
訴
え
る
人
が
多
か
っ
た
）
の
比
較

で
脳
波
パ
タ
ー
ン
に
違
い
を
見
い
だ
し
統

計
学
的
に
も
有
意
な
結
果
と
な
っ
た
。
国

際
学
会
（
米
国
）
で
の
発
表
に
つ
な
が
っ

た
。振
り
返
る
と
、怒
ら
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ

た
上
司
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
い
え
ば
「
必

要
な
知
識
は
自
ら
獲
得
せ
よ
」
と
「
諦
め

る
な
」
で
あ
っ
た
。
初
の
海
外
出
張
は
米

国
以
外
に
、
イ
タ
リ
ア
の
国
際
学
会
参
加
、

オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
研
究
機
関
を
加
え
た
。

海
外
留
学
を
密
か
に
考
え
て
お
り
、
特
に

オ
ラ
ン
ダ
な
ら
ば
こ
こ
を
拠
点
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
へ
行
け
る
と
い
う
不
埒
な
思

い
付
き
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
訪
問
し

て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
脳
波
を
利
用
し
た
疲

労
定
量
化
研
究
を
こ
こ
で
も
実
施
し
て
い

た
の
で
あ
る
！

そ
の
後
、
一
年
近
く
を

か
け
て
先
方
を
説
得
し
て
推
薦
状
を
獲
得

し
、
研
究
部
内
の
熾
烈
な
争
い
を
勝
ち
抜

い
て
オ
ラ
ン
ダ
留
学
が
実
現
し
た
。
最
大

の
課
題
は
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た

（
留
学
前
に
、
先
方
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の

参
考
書
が
届
い
た（
涙
））。

学
内
で
はGlobal

Com
petency

for
Engineer

（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
）
で
海
外
留
学
を

奨
励
し
て
い
る
。
語
学
力
向
上
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
新
た
な
経
験
を
積
め
る
こ
と
が

最
大
の
利
点
だ
と
思
う
。
そ
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
が
っ
て
い

く
。
私
の
場
合
、
留
学
時
の
研
究
同
僚
者

が
指
導
す
る
学
生
が
我
が
研
究
室
の
短
期

留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
。

帰
国
後
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
と

し
て
脳
波
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に

携
わ
っ
た
。
部
下
が
非
常
に
優
秀
だ
っ
た

の
で
即
座
に
製
品
化
さ
れ
、
多
大
な
売
り

上
げ
に
貢
献
し
た
。
な
お
、
営
業
に
付
き

添
っ
て
日
本
全
国
の
医
療
機
関
に
説
明
に

ま
わ
っ
た
の
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
当

時
、
国
内
医
学
部
付
属
病
院
の
副
病
院
長
、

カ
ナ
ダ
の
て
ん
か
ん
小
児
病
院
の
日
本
人

先
生
方
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

川
崎
か
ら
筑
波
の
研
究
所
に
移
り
、
ま
た

し
て
も
新
た
な
研
究（
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
）

の
立
ち
上
げ
を
任
さ
れ
た
。
前
職
の
最
後

は
本
社
に
て
倫
理
審
査
委
員
会
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
っ
た
の
が
以
後
活
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

脳
波
と
古
墳
の
関
係

２
０
０
７
年
６
月
、
突
如
こ
ち
ら
に
大

学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
ボ
ー
ナ
ス
を

も
ら
っ
て
か
ら
で
良
い
の
に
、
と
周
囲
か

ら
言
わ
れ
た
が
、
と
に
か
く
嬉
し
か
っ
た
。

大
学
１
年
生
か
ら
描
い
て
い
た
夢
が
叶
っ

た
の
で
。
こ
れ
で
心
置
き
な
く
静
か
に
過

ご
せ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
上
が
し
つ
こ

く
言
う
科
研
費
申
請
が
基
盤
Ｂ
で
当
た
っ

て
し
ま
い
、
翌
年
に
は
山
﨑
研
究
室
を
立

ち
上
げ
て
学
生
達
が
入
っ
て
き
た
の
で

「
静
か
な
時
間
」
は
束
の
間
で
あ
っ
た
。

当
初
は
、
通
常
の
ゼ
ミ
形
式
で
確
率
・
統

計
の
本
や
デ
ー
タ
解
析
（
主
成
分
分
析
、

独
立
成
分
分
析
、Bayesian

netw
ork

）

の
本
を
読
ん
で
い
た
が
、
私
自
身
が
馴
染

め
ず
、
最
終
的
に
は
学
生
一
人
ひ
と
り
と

の
個
別
家
庭
教
師
状
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、

研
究
の
た
め
に
ヒ
ト
の
脳
波
以
外
に
Ｍ
Ｒ

Ｉ
画
像
が
必
要
で
、
知
り
合
い
を
通
じ
て

の
医
療
機
関
で
の
計
測
の
た
め
、
学
生
６

名
を
札
幌
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
こ
か
ら
学
生
の
間
でm

otivation
ア
ッ
プ
の
研
修
旅
行
の
噂
が
広
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
欧
米
や
韓
国
に
も
連
れ
て

行
っ
た
し
、
国
内
で
は
白
浜
、
熊
野
（
＋

伊
勢
神
宮
）、
出
雲
、
金
沢
な
ど
。
し
か

し
、
私
の
本
当
の
目
的
を
学
生
た
ち
は
知

ら
な
い
。
札
幌
を
除
い
て
、
学
生
達
と
別

れ
た
後
、
私
は
古
墳
探
訪
の
旅
に
出
掛
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
旅
は
前
職

時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
理
由
は
、
生
ま
れ

故
郷
に
未
発
掘
の
東
海
一
の
大
き
さ
を
誇

る
前
方
後
方
墳
・
浅
間
古
墳
が
あ
る
こ
と
、

邪
馬
台
国
論
争
、
神
武
東
征
説
な
ど
で
あ

る
。
地
元
に
も
浅
間
古
墳
に
興
味
を
持
つ

方
々
は
多
く
、
小
中
の
同
級
生
を
介
し
て

す

ど
須
津
ふ
る
さ
と
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
と
知

り
合
い
に
な
り
、
講
演
会
３
つ
、
内
１
つ

は
高
校
の
同
級
生
が
務
め
て
い
た
地
元
の

中
学
校
（
母
校
）
で
あ
っ
た
。
地
元
・
富

士
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
投
稿
、
自
費
出
版
＊
も

成
し
遂
げ
た
。

大
学
で
脳
波
研
究
を
続
け
た
い
真
面
目

な
理
由
も
あ
っ
た
。
当
時
、
世
界
で
Ｍ
Ｉ

Ｂ
Ｃ
Ｉ（m

otor
im
agery

Brain-Com
-

puter
Interface

、
四
肢
の
動
作
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
時
の
脳
活
動
デ
ー
タ
を
解
析

し
、
イ
メ
ー
ジ
の
内
容
を
解
読
す
る
）
研

究
が
流
行
し
て
い
た
。
前
職
中
、
都
内
に

別
宅
を
構
え
、
密
か
に
Ｂ
Ｃ
Ｉ
研
究
の
た

め
の
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ
て
い
た
が
、
世

界
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
焦
り
が

あ
っ
た
。
着
任
後
、
獲
得
し
た
科
研
費
も

こ
の
テ
ー
マ
に
関
係
し
た
。
独
自
の
解
析

方
法
を
考
案
し
、
当
時
世
界
一
の
認
識
率

を
誇
っ
た
方
法
と
同
等
の
認
識
率
を
得
た
。

卒
業
生
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
と
浅
間
古
墳

近
年
は
第
二
世
代
の
Ｂ
Ｃ
Ｉ
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
Ｉ
（silent

speech
BCI

、
サ
イ
レ
ン

ト
ス
ピ
ー
チ
し
た
時
の
脳
活
動
デ
ー
タ
を

解
析
し
、
そ
の
内
容
を
解
読
す
る
）
が
世

界
中
で
盛
ん
で
あ
る
。
私
も
こ
の
テ
ー
マ

で
科
研
費
を
い
く
つ
か
獲
得
し
た
。
こ
の

研
究
の
一
区
切
り
で
新
聞
発
表
し
た
ら
国

内
外
の
マ
ス
コ
ミ
が
殺
到
し
た
。
ほ
と
ぼ

り
が
さ
め
た
頃
、
あ
る
患
者
さ
ん
が
通
う

学
校
の
先
生
か
ら
研
究
協
力
依
頼
の
手
紙

が
届
い
た
。
半
年
近
く
悩
ん
だ
。
そ
し
て

了
解
し
た
。
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
（SSBCI

in
Japanese

）＊
＊
を
提
唱
し
、
実
用
化
を

目
指
す
。

高
校
時
代
の
同
級
生
が
「
脳
波
と
古
墳

は
正
に
対
極
的
に
あ
り
（
脳
波
は
ヒ
ト
が

研
究
対
象
な
の
で
胃
が
痛
い
ほ
ど
の
緻
密

性
を
要
す
る
、
古
墳
は
専
門
家
で
は
な
い

の
で
好
き
勝
手
言
い
放
題
）、
オ
ン
と
オ

フ
だ
」
と
私
を
分
析
し
た
（
高
校
時
代
の

還
暦
同
窓
会
で
私
が
講
演
し
た
時
に
）。

定
年
後
も
研
究
場
所
を
確
保
し
、
脳
波
計

測
実
験
や
脳
波
デ
ー
タ
解
析
に
勤
し
ん
で

い
る
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
も
ま
だ
ま
だ

研
究
は
続
く
。
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
浅
間
古
墳
が
地
元

で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
副
市

長
（
ク
ラ
ス
は
違
う
が
高
校
時
代
の
同
級

生
）
の
科
研
費
？
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
古

墳
の
レ
ー
ダ
探
査
、
３
次
元
復
元
が
地
元

新
聞
紙
面
を
賑
わ
せ
た
。
更
に
、
先
日
飲

ん
だ
地
元
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
の
主
幹

が
２
０
２
５
年
に
浅
間
古
墳
の
発
掘
が
実

現
す
る
と
言
っ
て
い
た
。
非
常
に
楽
し
み

で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
冊
目
の
自
費
出
版

に
繋
げ
た
い
と
思
う
。

最
後
に

人
生
は
み
ん
な
波
乱
万
丈
で
あ
る
。
理

学
部
数
学
科
の
時
、
周
り
が
学
部
卒
で
高

校
の
数
学
教
師
を
目
指
す
中
、
私
は
大
学

院
へ
の
道
一
本
に
絞
っ
た
。
博
士
後
期
課

程
で
は
劣
等
生
で
学
位
を
取
得
す
る
の
に

就
職
を
挟
ん
で
６
年
を
要
し
た
。
し
か
し
、

editor

で
あ
る
米
国
在
住
の
著
名
な
日
本

人
研
究
者
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
英
文
か

ら
最
後
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。

大
学
教
授
に
な
っ
て
か
ら
は
、
雑
用
は

全
く
駄
目
だ
っ
た
が
、
研
究
室
で
個
別
家

庭
教
師
状
態
、
Ｇ
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
海
外
留

学
支
援
、
就
職
担
当
と
し
て
就
活
支
援
と
、

学
生
達
と
は
真
剣
に
向
き
合
っ
て
き
た
と

思
う
。
私
が
学
生
時
代
に
苦
労
し
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
波
乱
万
丈
の
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
々
に
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ

ら
た
め
て
深
謝
す
る
。

（
九
州
工
業
大
学

名
誉
教
授
）

（
情
報
工
学
研
究
院
生
命
化
学
情
報
工
学

研
究
系
元
教
授
）

＊

「
我
が
故
郷
の
一
級
品―

浅
間
古
墳―

」
株
式

会
社
西
日
本
高
速
印
刷
、
２
０
１
８
年
。

＊
＊「
Silent

Speech
Brain-

Com
puter

Inter-
face

in
Japanese」LA

P
LA
M
BERT

A
ca-

dem
ic
Publishing,２０１６年

。

共
に
在
庫
有
り
。

お
求
め
の
方
はtym

zk@
bio.kyutech.ac.jp

ま
で

ご
連
絡
を
。
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